
「

世
界
に
広
が
る
異
常
気
象

今
年
、
何
が
起
き
て
い
る
の
か
？
世
界
中

で
高
温
化
、
山
火
事
。
ト
ル
コ
・
ア
メ
リ
カ
・

カ
ナ
ダ
・
ギ
リ
シ
ャ
で
大
火
事
が
起
き
て
い

る
。
乾
燥
し
て
い
る
所
で
は
、
雨
の
被
害
・

洪
水
が
出
て
い
る
。
世
界
の
あ
ち
こ
ち
で
、

洪
水
が
起
き
て
い
る
。
こ
れ
は
横
須
賀
、
わ

か
め
の
漁
。
１
月
下
旬
ご
ろ
本
来
い
つ
も
生

え
て
い
る
場
所
に
、
全
く
海
草
が
生
え
て
い

な
い
。
わ
か
め
の
漁
が
全
然
で
き
な
く
な
っ

て
い
る
。
ア
マ
モ
と
か
藻
類
が
全
く
生
え
な

い
。
水
温
が
１
２
℃
を
下
回
る
と
魚
が
冬
眠

し
、
１
～
２
℃
の
違
い
が
深
刻
な
影
響
を
も

た
ら
し
て
い
る
。

２
０
２
１
年
８
月
に
気
象
庁
の
ま
と
め
で
、

世
界
は
高
温
化
し
て
い
る
と
い
う
状
況
。
３

８
℃
記
録
、
カ
ナ
ダ
で
は
４
９
℃
記
録
。
水

蒸
気
が
増
え
大
雨
、
気
候
変
動
と
関
係
し
て

い
る
。
２
０
２
１
年
８
月
Ｉ
Ｐ
Ｃ
Ｃ
で
１
０

０
％
の
確
率
で
人
間
の
活
動
に
よ
っ
て
も
た

ら
さ
れ
て
い
る
と
報
告
。
産
業
革
命
時
よ
り

１
．
２
℃
上
昇
。
今
の
ま
ま
止
ま
る
こ
と
な

く
そ
の
ま
ま
２
０
３
０
年
に
は
１
．
５
℃
に

な
っ
て
し
ま
う
。
１
．
５
℃
で
も
深
刻
、
さ

ら
に
２
℃
に
な
る
と
影
響
を
受
け
る
人
は
３

倍
ぐ
ら
い
に
な
る
大
き
な
影
響
。
２
℃
は
許

容
範
囲
外
で
あ
る
。
１
．
５
℃
目
標
、
も
っ

と
高
い
目
標
で
と
話
さ
れ
て
い
る
。

・
化
石
燃
料
か
ら
の
脱
却
・

フ
ェ
イ
ド
ア
ウ
ト

化
石
燃
料
か
ら
の
脱
却
。
各
国
の
目
標
引

き
上
げ
・
最
終
合
意
が
た
め
ら
わ
れ
て
い
た
。

本
当
の
排
出
ゼ
ロ
、
グ
ラ
ス
ゴ
ー
気
候
協
約

は
２
℃
未
満
で
な
く
、
１
．
５
℃
へ
取
り
組

ん
で
い
き
ま
し
ょ
う
と
さ
れ
た
。
脱
化
石
燃

料
に
向
け
た
１
歩
、
排
出
削
減
対
策
、
石
炭

火
力
発
電
の
削
減(

フ
ェ
ー
ズ
ダ
ウ
ン)

を
加
速

す
る
が
盛
り
込
ま
れ
た
。

す
ご
く
残
念
な
の
は
、
日
本
の
担
当
者
報

告
に
は
石
炭
火
力
の
“
セ
”
の
字
も
載
っ
て

い
な
い
。
日
本
は
後
ろ
向
き
で
あ
る
。
各
国

が
目
標
を
２
℃
は
許
容
範
囲
と
す
る
が
、
も
っ

と
深
ぼ
り
す
る
こ
と
を
求
め
ら
れ
て
い
る
。

１
１
月
２
日
２
日
目
、
第
26
回
締
約
国
会
議

（
Ｃ
Ｏ
Ｐ
26
）
英
国
グ
ラ
ス
ゴ
ー
で

岸
田

首
相
は
、
日
本
は
火
力
発
電
推
進
と
、
不
名

誉
な
化
石
賞
を
も
ら
う
批
判
さ
れ
る
政
策
を

打
ち
出
し
て
い
る
。
世
界
は
今
、
火
力
の
中

地球温暖化を防止し、原発に依存しない持続可能な社会の実現めざして

1

た い
会 報

よ う
NPO法人 埼玉自然エネルギー協会
〒336-0021

埼玉県さいたま市南区別所2-29-8

☎ 090-7843-8653

E-mail info@saine-2013.com

ホームページhttp;//saine-2013.com

①気候危機を乗り越えるために
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学習・講演のつどい
２０２１年１２月１７日

気
候
危
機
、
市
民
は
ど
う
行
動
し
た
ら
よ
い
の
か
、

み
ん
な
で
考
え
ま
し
ょ
う
、
討
論
し
ま
し
ょ
う
。

毎
年
、
12
月
、
埼
玉
自
然
エ
ネ
ル
ギ
ー
協
会
で
は
、
「
学
習
講
演
の
つ
ど
い
」
を
開
催
し
て
い
ま
す
。
今
回
は
、
C
O
P

26
を
め
ぐ
っ
て
、
気
候
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
東
京
事
務
局
長
の
桃
井
さ
ん
か
ら
の
報
告
、
歌
川
さ
ん(

産
業
技
術
総
合
研
究
所)

か

ら
は
温
暖
化
対
策
の
カ
ギ
と
な
る
自
然
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
活
用
と
消
費
の
削
減
に
向
け
て
の
様
々
な
疑
問
に
答
え
て
い
た
だ

き
ま
し
た
。
最
後
に
、
C
O
P
26
に
参
加
さ
れ
た
F
F
F
J
a
p
a
n
の
岩
野
さ
ん
か
ら
報
告
を
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

Ｃ
Ｏ
Ｐ
２
６
を
め
ぐ
っ
て

気
候
危
機
を
乗
り
越
え
る
た
め
に
」

桃
井
貴
子
さ
ん
（
気
候
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
東
京
事
務
所
長
）

Ｑ
、
日
本
の
火
力
発
電
、
話
題
に
な
っ

て
い
な
い
。
新
し
く
作
る
な
ん
て
考
え
ら
れ
な

い
！
１
４
日
間
の
グ
ラ
ス
ゴ
ー
の
話
は
ど
う
だ
っ

た
の
か
？
議
長
さ
ん
が
涙
な
が
ら
に
話
し
て
い

た
。
日
本
で
は
国
会
で
議
論
さ
れ
て
い
な
い
。

国
会
開
か
な
い
と
か
あ
と
休
会
と
か
。
若
者
た

ち
の
参
加
が
良
か
っ
た
。
ニ
ュ
ー
ス
で
も
見
た
。

ど
う
だ
っ
た
の
か
？

Ａ
、
日
本
の
石
炭
火
力
、
世
界
に
も
あ
ま
り

伝
え
ら
れ
て
い
な
い
！
海
外
の
歴
史
を
見
て

い
け
た
ら
と
思
っ
て
い
る
。
岸
田
首
相
に
質

問
し
た
け
ど
中
身
が
な
い
。
政
治
的
に
答
え

て
い
な
い
。
あ
く
ま
で
政
治
問
題
に
し
た
く

な
い
。
論
点
に
し
た
く
な
い
と
感
じ
ま
す
。

実
際
の
政
治
家
の
方
々
の
支
持
基
盤
も
変
化
、

国
民
の
中
で
は
大
変
厳
し
い
。
Ｃ
Ｏ
Ｐ
で
は

若
者
の
そ
う
い
う
声
が
聞
こ
え
た
。
高
校
生

２
人
、
大
学
生
２
人
、
あ
と
モ
デ
ル
の
方…

と
行
っ
た
。
様
々
な
討
論
・
見
学
、
二
人
の

高
校
生
は
そ
れ
ぞ
れ
体
験
・
対
話
し
て
、
試

行
し
て
深
め
て
視
野
広
め
る
の
に
よ
か
っ
た
。

す
ご
く
重
要
な
体
験
、
東
京
だ
け
で
な
く
仙

台
の
人
も
行
っ
た
。

Ｑ
，
グ
ラ
ス
ゴ
ー
ま
で
Ｃ
Ｏ
Ｐ
２
６
に
参
加
さ

れ
ご
苦
労
様
で
す
。
気
候
植
民
地
主
義
、
若
者

た
ち
の
中
で
か
な
り
一
般
的
に
使
わ
れ
て
い
る

の
か
？
気
候
ム
ー
ブ
メ
ン
ト
の
変
化
に
つ
い
て

も
詳
し
く
？

Ａ
，
気
候
植
民
地
主
義
、
日
本
で
は
あ
ま
り

使
わ
れ
て
い
な
い
が
、
マ
カ
オ
の
人
が
植
民

地
主
義
を
経
験
し
て
き
た
人
が
多
く
、
脱
ア

メ
リ
カ
だ
っ
た
り
、
彼
ら
の
中
に
は
も
の
凄

く
怒
り
に
な
っ
て
い
て
、
他
の
人
の
中
に
も
、

グ
ラ
ス
ゴ
ー
の
中
の
人
に
は
広
く
脱
植
民
地

主
義
の
言
葉
が
言
わ
れ
て
い
た
。
私
も
み
ん

な
の
問
題
意
識
に
な
っ
て
い
る
こ
と
に
驚
か

さ
れ
た
。
今
ま
で
西
洋
の
ア
ク
テ
ィ
ビ
ス
ト
、

そ
れ
が
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
や
ア
メ
リ
カ
あ
た
り
が

多
か
っ
た
が
、
今
回
は
マ
ッ
パ
（
Ｍ
Ａ
Ｐ
Ａ
）

と
言
わ
れ
る
人
々
と
連
帯
し
て
い
た
点
と
、

多
様
な
ス
ピ
リ
ッ
ト
が
活
躍
し
て
い
た
。
要

求
し
て
い
る
も
の
も
、
気
候
正
義
、
さ
ら
に

深
掘
り
し
て
重
要
な
変
化
と
な
っ
た
。

Ｑ
，
脱
炭
素
社
会
は
経
済
活
動
に
マ
イ
ナ
ス
、

日
本
で
言
わ
れ
る
の
は
な
ぜ
か
？
他
国
で
は
発

展
で
き
る
と
言
っ
て
い
る
が
？

Ａ
，
国
際
ア
ン
ケ
ー
ト
で
多
く
の
国
が
生
活

の
質
も
向
上
す
る
し
経
済
発
展
も
す
る
と
！

対
策
を
う
ま
く
選
び
取
り
組
む
こ
と
、
地
域

発
展
に
取
り
組
め
て
い
る
。
日
本
で
は
対
策

は
高
い
と
思
い
こ
ま
さ
れ
省
エ
ネ
は
我
慢
と

思
い
こ
み
生
活
の
質
の
ダ
ウ
ン
で
経
済
も
マ

イ
ナ
ス
と
、
悪
循
環
に
な
っ
て
い
る
と
思
い

ま
す
。
今
ま
で
の
思
い
込
み
、
そ
う
で
な
か
っ

た
と
い
う
対
策
が
進
ん
で
い
き
政
策
を
い
ろ

い
ろ
出
し
て
い
く
こ
と
で
、
思
い
込
み
が
違

う
と
、
そ
れ
が
打
開
策
に
な
る
と
思
い
ま
す
。

埼
玉
農
民
連
副
会
長
・

松
本
慎
一
さ
ん

・
４
年
前
に
農
家
の
協
力
を
と
埼
玉
自
然
エ

ネ
ル
ギ
ー
の
方
か
ら
話
。
７
年
前
か
ら
農
機

具
を
入
れ
て
あ
る
納
屋
の
屋
根
に
ソ
ー
ラ
ー

の
せ
て
い
た
の
で
す
が
、
売
電
価
格
が
半
分

に
な
っ
て
や
れ
な
い
の
雰
囲
気
、
売
電
価
格

が
毎
年
下
が
っ
て
儲
か
ら
な
い
と
、
実
は
そ

う
思
っ
て
い
た
。

余
っ
て
い
た
３
０
０
坪
の
半
分
に
運
動
だ
か

ら
と
協
力
し
て
や
っ
た
ら40

円
で
売
っ
て
い

た
時
と
ほ
と
ん
ど
費
用
対
効
果
が
同
じ
。
実

は
ソ
ー
ラ
ー
パ
ネ
ル
が
半
分
と
か
３
分
の
１

に
下
が
っ
て
い
る
。
こ
れ
な
ら
で
き
る
と
わ

か
っ
て
、
去
年
の
６
月
に
事
務
所
に
４
４
ｋ

Ｗ
、
そ
れ
か
ら
今
年
の
４
月
に
１
５
０
０
㎡

の
と
こ
ろ
に
下
は
水
田
、
上
は
ソ
ー
ラ
ー
と

い
う
ソ
ー
ラ
ー
シ
ェ
ア
リ
ン
グ
を
や
っ
て
、

埼
玉
県
モ
デ
ル
事
業
と
な
っ
て
い
る
。
生
産

者
米
価
は
め
ち
ゃ
く
ち
ゃ
安
く
て
採
算
は
６

０
ｋ
ｇ
１
５
１
５
０
円
、
今
年
は
８
０
０
０

円
と
か
９
０
０
０
円
！
政
府
は
全
く
手
を
打

た
な
い
。
し
か
し
、
全
く
赤
字
で
元
気
の
出

な
い
農
村
で
で
き
た
。
平
均
的
な
農
家
で
新

し
い
半
農
半
電
で
や
っ
た
ら
十
分
で
き
る
よ

と
。
来
年
は
稲
刈
り
と
田
植
え
に
来
る
よ
と

言
っ
て
く
れ
た
。
太
陽
光
を
水
田
や
畑
を
や

り
な
が
ら
や
る
事
は
、
地
域
の
活
性
化
と
含

め
て
、
日
本
の
産
業
構
造
を
変
え
る
役
割
を

示
し
て
い
る
と
思
っ
て
い
ま
す
。

地球温暖化を防止し、原発に依存しない持続可能な社会の実現めざして
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質
疑
・
討
論
か
ら

報
告

半
農
半
電
で
コ
メ
作
り
、
ソ
ー

ラ
ー
シ
ェ
ア
リ
ン
グ
の
取
り
組
み
か
ら



で
も
石
炭
火
力
が
特
に
問
題
で
、
多
く
の
国

が
石
炭
火
力
を
止
め
て
い
く
と
し
て
い
る
。

脱
石
炭
の
Ｏ
Ｅ
Ｃ
Ｄ
各
国
の
状
況
、
イ
ギ
リ

ス
・
カ
ナ
ダ
は
２
０
３
０
年
度
に
は
脱
石
炭
、

日
本
は
脱
石
炭
を
言
え
ず
！
変
化
す
る
投
資

家
も
今
の
動
き
を
加
速
す
る
動
き
。
Ｅ
Ｓ
Ｇ

投
資
、
ダ
イ
ベ
ス
ト
メ
ン
ト
。
一
方
で
は
再

生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
へ
投
資
。
気
候
危
機
対

策
の
変
化
、
市
民
ア
ク
シ
ョ
ン
等
大
き
な
デ

モ
が
行
わ
れ
て
、
訴
え
と
共
に
気
候
正
義
、

も
う
一
つ
は
気
候
訴
訟
。
オ
ラ
ン
ダ
最
高
裁

は
、
「
気
候
変
動
の
被
害
は
人
権
侵
害
だ
。
」

「
政
府
の
削
減
目
標
を
強
化
せ
よ
」
と
判
決
。

・
日
本
が
と
る
べ
き
１
．
５
℃
に
整
合
す

る
日
本
の
温
室
効
果
ガ
ス
排
出
計
画

エ
ネ
ル
ギ
ー
基
本
計
画
で
、
２
０
３
０
年

に
４
６
％
削
減
と
、
日
本
は
全
く
真
逆
な
目

標
。
日
本
で
は
少
な
く
と
も
６
０
％
ぐ
ら
い

の
削
減
が
求
め
ら
れ
て
い
る
。
石
炭
を
全
部

止
め
な
い
限
り
で
き
な
い
数
値
。
石
炭
火
力

は
現
在
１
６
５
基
運
転
中
。

・
水
素
・
ア
ン
モ
ニ
ア
は
、
ゼ
ロ
ミ
ッ
シ
ョ

ン
火
力
で
は
な
い
！

原
料
に
化
石
燃
料
、
製
造
プ
ロ
セ
ス
や
輸

送
で
C
O
2
排
出

ア
ン
モ
ニ
ア
を
輸
入
す
る
、
化
石
燃
料
が

も
と
も
と
原
料
で
Ｃ
Ｏ
２
を
出
し
て
い
る
。

こ
う
し
た
こ
と
に
も
の
す
ご
く
予
算
を
つ
け

て
い
る
。
経
産
省
エ
ネ
ル
ギ
ー
関
連
予
算
の

半
分
が
こ
う
し
た
こ
と
や
原
子
炉
に
使
わ
れ

て
い
る
。

・
石
炭
火
力
は
天
然
ガ
ス
火
力
の
２
倍
以

上
の
Ｃ
Ｏ
２
排
出

横
須
賀
石
炭
火
力
は
も
と
も
と
東
電
の
も

の
、
今
Ｊ
Ｅ
Ｒ
Ａ
。
天
然
ガ
ス
火
力
の
２
倍

以
上
の
Ｃ
Ｏ
２
排
出
。
Ｃ
Ｏ
２
排
出
７
２
６

万
ト
ン
、
神
奈
川
県
の
１
割
。

・
私
た
ち
に
で
き
る
こ
と

気
候
変
動
は
、
今
ま
で
の
よ
う
な
温
暖
化

対
策
の
延
長
で
は
止
ま
り
ま
せ
ん
。
社
会
の

・
エ
ネ
ル
ギ
ー
起
源
Ｃ
Ｏ
２
排
出
ゼ
ロ
へ

の
対
策
手
段

対
策
の
多
く
は
既
存
技
術
の
普
及
で
可
能
。

既
存
技
術
普
及
で
２
０
５
０
年
に
エ
ネ
ル
ギ
ー

起
源
Ｃ
Ｏ
２
の
95
％
削
減
は
可
能
、
新
技
術

が
必
要
な
分
野
は
限
ら
れ
る
。
残
り
５
％
は

高
熱
の
と
こ
ろ
、
製
鉄
一
千
℃
の
熱
を
使
う

と
こ
ろ
や
セ
メ
ン
ト
他
。
省
エ
ネ
の
重
点
設

備
は
、
耐
熱
建
築
・
車
の
買
い
替
え
が
ポ
イ

シ
ス
テ
ム
の
転
換
が
必
要
。
自
然
エ
ネ
ル
ギ
ー

利
用
を
進
め
る
方
々
、
横
須
賀
火
発
反
対
の

署
名
を
し
て
い
ま
す
。

ご
協
力
を
お
願
い
し
た
い
。

ン

ン
ト
。
エ
ア
コ
ン
や
車
は
10
～
15
年
で
２

５
０
年
ま
で
３
回
チ
ャ
ン
ス
が
あ
る
。
建
物

は
１
回
く
ら
い
。
再
エ
ネ
発
電
を
自
ら
設
置

す
る
か
電
気
を
選
び
購
入
電
力
を
再
エ
ネ
に

す
る
か
の
２
つ
の
取
り
組
み
で
再
エ
ネ
を
高

め
て
い
け
る
。

・
再
エ
ネ
電
力
は
不
安
定
か
？

一
つ
一
つ
で
は
バ
ラ
バ
ラ
、
ま
と
め
る
と

な
だ
ら
か
。
条
件
、
地
域
で
ま
と
め
る
と
太

陽
光
・
風
力
等
多
様
な
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー

に
恵
ま
れ
て
い
る
。
こ
れ
を
普
及
し
て
い
く

こ
と
が
課
題
。
昼
間
は
十
分
だ
が
、
夕
方
と

朝
方
に
足
り
る
か
？
予
備
電
源
を
き
つ
い
時

間
に
も
確
保
で
き
る
技
術
も
出
て
き
て
い
る
。

太
陽
光
・
風
力
も
同
様
、
気
象
予
測
が
か
な

り
で
き
て
い
る
の
で
、
火
力
運
転
の
コ
ン
ト

ロ
ー
ル
が
で
き
る
よ
う
に
な
っ
て
い
る
。

・
石
炭
火
力
を
止
め
て
や
っ
て
い
け
る
か
？

天
然
ガ
ス
を
う
ま
く
使
っ
て
調
整
で
き
る
。

・
再
エ
ネ
で
電
気
代
は
高
く
な
る
か
？

再
エ
ネ
の
発
電
が
コ
ス
ト
低
下
し
、
洋
上

風
力
は
も
う
少
し
す
る
と
火
力
よ
り
下
が
る
。

世
界
で
さ
ら
に
低
下
、
日
本
で
も
っ
と
普
及

し
て
い
く
と
も
っ
と
コ
ス
ト
が
下
が
る
。
火

力
・
原
子
力
は
燃
料
が
あ
る
。
安
全
の
面
も

上
が
る
。
総
合
コ
ス
ト
、
需
給
安
定
の
コ
ス

ト
が
議
論
、
自
動
車
の
バ
ッ
テ
リ
ー
は
１
０

～
１
５
年
、
そ
の
後
活
用
で
き
る
と
議
論
。

・
省
エ
ネ
は
コ
ス
ト
が
か
か
る
か
？

全
体
コ
ス
ト(

ト
ー
タ
ル
コ
ス
ト)

が
と
れ
る

も
の
が
大
部
分
。
建
築
を
イ
メ
ー
ジ
す
る
と
、

２
０
年
た
つ
と
光
熱
費
が
逆
転
す
る
。
断
熱

が
悪
く
安
い
け
ど
光
熱
費
が
か
か
っ
て
し
ま

う
。
８
年
ぐ
ら
い
で
逆
転
、
２
０
年
経
つ
と

と
ん
で
も
な
い
。
日
本
で
は
コ
ス
ト
情
報
が

き
わ
め
て
不
足
。
専
門
的
ア
ド
バ
イ
ス
、
日

本
で
は
そ
う
い
う
の
が
無
い
！
公
的
に
情
報

が
無
い
。
公
正
中
立
の
情
報
が
必
要
。
２
０

１
５
年
よ
う
や
く
断
熱
条
例
、
鳥
取
県(

規
則

で
は
な
い
！)

。
ゼ
ロ
ミ
ッ
シ
ョ
ン
住
宅
、
熱

が
漏
れ
て
し
ま
う
が
、
ヨ
ー
ッ
ロ
ッ
パ
な
ど

で
は
も
っ
と
高
い
レ
ベ
ル
、
そ
う
い
う
レ
ベ

ル
の
家
を
建
て
る
。
断
熱
レ
ベ
ル
を
確
実
に

選
ん
で
い
く
方
向
欲
し
い
。
具
体
的
に
そ
れ

を
目
指
す
政
策
が
な
い
！
力
の
あ
る
自
治
体

が
作
っ
て
い
く
必
要
。

・
電
気
自
動
車
は
高
い
か
？

売
値
で
な
く
ト
ー
タ
ル
コ
ス
ト
、
燃
料
を

ば
ら
ま
い
て
い
て
は
し
ょ
う
が
な
い
！
５
０

万
は
本
当
に
安
い
、
２
０
０
万
だ
と
リ
ッ
タ
ー

１
０
㎞
、
や
っ
と
ト
ン
ト
ン
に
差
が
縮
ま
っ

て
い
く
。

・
電
気
自
動
車
は
排
出
削
減
に
な
ら
な
い

か
？

造
る
の
に
か
か
る
製
造
時
の
排
出
量
が
多

い
。
電
気
自
動
車
は
、
ど
ん
ど
ん
再
エ
ネ
化

す
る
と
変
わ
っ
て
い
く
。
２
４
０
～
３
０
０k

m

走
れ
ば
充
分
。
急
速
充
電
器
、
ま
だ
遅
い
が

地球温暖化を防止し、原発に依存しない持続可能な社会の実現めざして
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再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
拡
大
と
省
エ
ネ
普
及

歌
川

学
さ
ん
（
産
業
技
術
総
合
研
究
所
主
任
研
究
員
）

も
っ
と
早
い
も
の
が
技
術
的
に
は
可
能
。
高

速
道
路
に
架
線
を
張
る
高
速
架
線
は
ア
メ
リ

カ
・
ド
イ
ツ
・
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
な
ど
実
験
、

自
動
車
が
高
速
降
り
る
と
５
０
㎞
走
る
。
現

在
の
１
割
～
２
割
で
済
む
と
推
定
。

・
日
本
の
脱
炭
素
に
新
技
術
が
不
可
欠
か
？

対
象
は
産
業
高
温
熱
利
用
の
鉄
鋼
・
セ
メ

ン
ト
・
化
学
・
航
空
・
船
な
ど
が
考
え
な
け

れ
ば
い
け
な
い
が
、
そ
れ
以
外
は
い
ら
な
い
！

１
７
０
０
自
治
体
、
脱
炭
素
で
き
る
。
新
技

術
に
頼
ら
な
く
て
も
、
今
の
改
良
技
術
で
可

能
と
み
ら
れ
る
。

・
温
暖
化
対
策
の
カ
ギ
と
な
る
の
は
自
然

エ
ネ
ル
ギ
ー
の
活
用
と
エ
ネ
ル
ギ
ー
消

費
の
削
減

主
に
若
者
た
ち
の
話
を
さ
せ
て
い
た
だ
き

気
候
危
機
回
避
に
脱
炭
素
転
換
が
必
要
。

今
の
技
術
の
普
及
で
２
０
３
０
年
に
６
割
程

度
、
２
０
５
０
年
に
９
５
％
程
度
削
減
が
見

込
ま
れ
、
残
り
を
新
技
術
で
脱
炭
素
化
転
換

す
る
。
現
在
転
換
の
不
安
が
聞
か
れ
る
が
、

技
術
的
経
済
的
に
可
能
な
も
の
が
多
い
。
一

方
で
制
度
や
仕
組
み
の
課
題
は
多
い
。
市
民

は
国
と
地
域
の
脱
炭
素
に
向
け
、
家
庭
の
脱

炭
素
転
換
を
進
め
る
と
と
も
に
、
排
出
の
多

く
を
占
め
る
家
庭
以
外
の
脱
炭
素
に
向
け
た

対
策
・
政
策
を
議
論
し
て
い
く
こ
と
が
期
待

さ
れ
る
。

た
い
。
画
面
は
若
者
の
集
ま
り
で
ア
ジ
ア
の

ア
ク
テ
ィ
ビ
ス
ト
。
日
本
の
石
炭
火
力
に
つ

い
て
話
し
て
き
た
が
・
・
・
。

皆
さ
ん
に
今
日
お
伝
え
し
た
い
言
葉
が
、

Ｍ
Ａ
Ｐ
Ａ
（
M
o
s
t
A
f
f
e
c
t
e
d

P
e
o
p
l
e
&
A
r
e
a
s
：
最
も
影
響

を
受
け
る
人
々
地
域
）
」
と
い
う
言
葉
、
気

候
変
動
で
影
響
受
け
て
い
る
有
色
人
種
や
民

族
・
貧
困
層
・
グ
ロ
ー
バ
リ
ー
サ
ー
キ
ッ
ト

の
人
々
の
こ
と
を
指
し
、
彼
ら
は
問
題
に
最

も
寄
与
し
て
い
な
い
排
出
し
て
い
な
い
の
に

気
候
変
動
の
最
も
大
き
な
災
害
を
受
け
た
り
、

農
業
の
被
害
が
甚
大
で
あ
り
生
活
に
直
結
し

て
し
ま
う
。

マ
ー
チ
の
中
で
聞
こ
え
て
き
た
言
葉
は

「
脱
植
民
地
化
」
。
Ｍ
Ａ
Ｐ
Ａ
を
作
り
だ
し

た
の
は
、
既
存
の
歴
史
的
な
背
景
が
あ
っ
て
、

そ
れ
が
植
民
地
主
義
だ
っ
た
り
そ
れ
を
引
き

起
こ
し
た
帝
国
主
義
だ
っ
た
り
先
進
国
の
生

活
様
式
だ
っ
た
り
問
題
意
識
を
強
く
感
じ
ま

し
た
。
植
民
地
支
配
が
あ
っ
て
経
済
シ
ス
テ

ム
に
よ
っ
て
、
途
上
国
の
人
々
の
上
に
こ
ん

な
豊
か
な
生
活
が
で
き
る
構
造
が
で
き
て
し

ま
っ
て
、
さ
ら
に
文
化
的
な
支
配
と
し
て
拡

張
的
シ
ス
テ
ム
、
そ
れ
を
特
権
的
な
階
級
が

維
持
し
て
き
た
背
景
が
あ
る
。

Ｃ
Ｏ
２
の
排
出
、
経
済
的
な
人
々
の
搾
取

だ
っ
た
り
階
層
構
造
、
社
会
的
経
済
的
格
差

が
つ
く
ら
れ
て
き
た
。
そ
の
結
果
気
候
変
動

に
よ
っ
て
Ｃ
Ｏ
２
の
排
出
で
さ
ら
に
マ
イ
ノ

リ
テ
イ
・
社
会
的
弱
者
が
最
も
被
害
を
受
け

て
い
る
。

私
た
ち
の
帝
国
主
義
的
な
生
活
様
式
、
自

分
た
ち
が
起
こ
し
た
問
題
の
影
響
を
外
部
化

し
て
い
る
と
い
う
特
権
性
、
気
候
正
義
と
い

う
概
念
が
あ
る
の
で
す
が
、
す
ご
く
不
公
平

で
あ
る
と
い
う
構
造
に
あ
る
な
と
改
め
て
実

感
し
ま
し
た
。

こ
う
い
う
意
識
が
ア
ク
テ
ィ
ビ
ス
ト
の
中

に
も
あ
っ
て
、
今
ま
で
は
一
部
の
特
権
的
な

層
に
よ
る
多
様
性
の
な
い
議
論
、
１
．
５
℃

は
大
事
な
の
で
す
が
、
表
面
的
な
ム
ー
ブ
メ

ン
ト
だ
っ
た
の
で
す
が
、
今
回
の
Ｃ
Ｏ
Ｐ
26

で
は
、
Ｍ
Ａ
Ｐ
Ａ
が
中
心
だ
っ
た
り
、
グ
ロ
ー

バ
リ
ー
サ
ー
キ
ッ
ト
・
グ
ロ
ー
バ
リ
ー
ノ
ー

ズ
が
連
帯
し
た
り
、
多
様
な
ア
ク
テ
ィ
ビ
ス

ト
が
活
躍
し
て
い
て
、
も
っ
と
根
本
的
な
問

題
に
み
ん
な
の
意
識
が
向
い
て
い
た
。

影
響
性
の
高
い
人
を
中
心
に
Ｃ
Ｏ
Ｐ
の
会

議
を
す
る
べ
き
だ
と
す
ご
く
聞
か
れ
ま
し
た
。

今
回
の
マ
ー
チ
の
様
子
で
す
。
す
ご
く
表
面

的
で
な
く
他
の
社
会
問
題
と
の
連
帯
だ
っ
た

り
、
も
っ
と
根
本
的
な
所
に
目
が
向
い
て
い

た
と
思
い
ま
す
。

・
見
え
て
き
た
課
題

東
ア
ジ
ア
の
ア
ク
テ
ィ
ビ
ス
ト
が
少
な
い

と
い
う
の
が
１
点
目
で
、
日
本
・
中
国
・
韓

国
は
経
済
的
に
も
排
出
で
も
影
響
力
を
持
つ

国
な
の
に
ア
ク
テ
ィ
ビ
ス
ト
が
い
な
い
。
東

南
ア
ジ
ア
の
Ｍ
Ａ
Ｐ
Ａ
と
の
連
帯
も
今
ま
で

な
か
っ
た
と
感
じ
ま
し
た
。

２
点
目
は
日
本
の
現
状
が
あ
ま
り
知
ら
れ

て
い
な
い
。
日
本
の
火
力
発
電
問
題
・
エ
ネ

ル
ギ
ー
問
題
が
あ
る
の
に
日
本
が
先
進
国
に

も
関
わ
ら
ず
消
極
的
で
あ
ま
り
認
知
さ
れ
て

い
な
い
。
発
信
の
問
題
が
あ
る
と
感
じ
今
後

は
イ
ン
タ
ー
ナ
シ
ョ
ナ
ル
な
問
題
と
し
て
発

信
し
て
い
く
予
定
が
あ
り
ま
す
。

地球温暖化を防止し、原発に依存しない持続可能な社会の実現めざして
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Ｃ
Ｏ
Ｐ
２
６
に
参
加
し
て

岩
野
さ
お
り
さ
ん

(

Ｆ
Ｆ
Ｆ
Ｊ
ａ
ｐ
ａ
ｎ
）


